
 六 

能
楽
事
典
か
ら
見
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
能
・
狂
言 佐

々
木 

隆 

 

プ
ロ
ロ
ー
グ 

 

「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
狂
言
の
初
演
を
巡
っ
て
」
（
『
む
ら

お
さ
』
第
十
七
号
、
二
〇
一
三
年
一
月
）
に
お
い
て
最
新
の

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
狂
言
研
究
を
紹
介
し
た
。
そ
こ
で
気
に
な

る
点
が
出
て
来
た
。
能
楽
の
分
野
で
は
こ
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
能
・
狂
言
を
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
て
い
る
の
か
と
い
っ

た
こ
と
だ
。
能
楽
事
典
関
係
で
は
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
能
」

「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
狂
言
」
は
ま
だ
項
目
化
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
こ
こ
で
は
『
新
版
能
・
狂
言
事
典
』
（
平
凡
社
、
二

〇
一
一
）
と
『
能
楽
大
事
典
』
（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
二
）

の
中
で
「
片
山
博
通
」「
三
宅
藤
九
郎
」「
上
田
邦
義
」「
英
語

能
」「
英
語
狂
言
」「
新
作
能
」「
新
作
狂
言
」
が
ど
の
よ
う
に

取
り
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
を
取
り
上
げ
た
い
。 

 

一 

『
新
版
能
・
狂
言
事
典
』 

 

西
野
春
雄
・
羽
田
昶
編
『
新
版
能
・
狂
言
事
典
』
は
一
九

七
八
年
に
初
版
が
出
版
さ
れ
、
そ
の
後
一
九
九
九
年
に
新
訂

増
補
さ
れ
、二
〇
一
一
年
一
月
に
新
版
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

本
書
で
は
特
に
参
考
図
書
目
録
が
充
実
し
て
い
る
よ
う
に
思

え
る
。
本
書
に
お
け
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
能
・
狂
言
に
関
す

る
項
目
等
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
能
曲
名
と
し
て

上
田
邦
義
の
『
能
ハ
ム
レ
ッ
ト
』『
能
オ
セ
ロ
』
等
は
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
な
い
。
同
時
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
狂
言
を
創
作

し
た
片
山
博
通
や
三
宅
藤
九
郎
の
項
目
あ
る
も
の
の
、
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
狂
言
へ
の
言
及
は
な
い
。「
英
語
能
」
の
項
目
に

は
上
田
邦
義
の
能
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
グ
ル
ー
プ
へ
の
言
及

が
あ
る
。
ま
た
、「
英
語
狂
言
」
の
項
目
は
あ
る
も
の
の
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
狂
言
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。「
新
作
能
」「
新

作
狂
言
」
の
項
目
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に

関
す
る
言
及
は
全
く
な
い
。
こ
の
事
典
に
は
他
に
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
能
・
狂
言
は
取
り
扱
わ
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

http://ssk.econfn.com/ronta/ronta43.pdf


 七 

本
文
で
は
な
い
が
、「
参
考
図
書
目
録
」
で
は
和
泉
宗
家

『K
y
o
g
e
n

 :T
ra

d
itio

n
a
l a

n
d

 S
h

a
k

e
sp

e
a
re

a
n

 o
f 

Izu
m

i S
ch

o
o
l

』 
(

一
九
九
三)

、
高
橋
康
也
『
ま
ち
が
い
の

狂
言
』（
二
〇
〇
三
）、
関
根
勝
『
狂
言
と
コ
ン
メ
デ
ィ
ア
・

デ
ラ
ッ
ル
テ
ー
東
西
文
化
融
合
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』（
二
〇
〇

七
）、
宗
方
邦
義
『
日
英
二
ヶ
国
語
に
よ
る
「
能
・
オ
セ
ロ
―
」

創
作
の
研
究
』（
一
九
九
八
）、
泉
紀
子
作
／
辰
巳
満
次
郎
節

付
『
マ
ク
ベ
ス
（
謡
本
）』（
二
〇
〇
五
）
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

 

二 

『
能
楽
大
事
典
』 

 

小
林
貢
・
西
哲
生
・
羽
田
昶
編
『
能
楽
大
事
典
』（
筑
摩
書

房
、
二
〇
一
二
年
一
月
二
十
日
初
版
）「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ

ば
、本
書
は
一
九
七
二
年
頃
か
ら
編
集
の
作
業
が
始
ま
っ
た
。

発
企
者
は
増
田
正
造
、
執
筆
者
に
は
古
川
久
、
片
桐
登
、
小

林
貢
の
四
人
か
ら
始
ま
っ
た
。
四
十
年
の
月
日
を
得
て
今
回

出
版
と
な
っ
た
。
実
数
項
目
は
約
三
八
〇
〇
。 

 

「
片
山
博
通
」「
三
宅
藤
九
郎
」
の
項
目
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
狂
言
に
つ
い
て
は
全
く
紹
介
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、「
上
田
（
宗
方
）
邦
義
」
は
項
目
と
し
て
は
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、「
英
語
能
」「
英
語
狂
言
」
の

項
目
は
な
い
。
し
か
し
、
注
目
す
べ
き
点
は
「
新
作
能
」「
新

作
狂
言
」
の
項
目
が
あ
り
、
こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
点
に

つ
い
て
は
い
く
つ
か
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
『
新
版
能
・

狂
言
事
典
』
（
二
〇
一
一
）
に
は
新
し
い
視
点
が
あ
る
。
こ

れ
は
初
版
か
ら
の
も
の
を
基
礎
に
し
て
版
を
重
ね
て
い
た
も

の
よ
り
も
、
新
し
い
も
の
が
加
え
ら
れ
、
か
え
っ
て
時
間
が

か
か
っ
た
た
め
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。 

 

「
新
作
能
」
の
定
義
は
「
明
治
維
新
以
後
に
新
た
に
脚
本

が
書
き
下
ろ
さ
れ
た
能
を
さ
す
」
（
四
七
六
頁
）
と
あ
る
。

こ
こ
に
は
上
田
邦
義
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
能
に
関
す
る
言
及

は
な
い
。
し
か
し
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
「
よ
り
新
し
い
ジ

ャ
ン
ル
と
し
て
英
語
を
母
語
と
す
る
作
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
、

英
語
で
上
演
さ
れ
る
英
語
能
が
あ
り
、
新
作
能
の
ヴ
ァ
リ
エ



 八 

ー
シ
ョ
ン
と
い
え
る
」
（
四
七
八
頁
）
と
の
指
摘
は
今
後
の

項
目
化
に
期
待
が
持
て
る
。 

 

「
新
作
狂
言
」
の
定
義
は
「
明
治
維
新
後
に
創
作
あ
る
い

は
脚
色
さ
れ
た
狂
言
」（
四
七
五
頁
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
以

下
の
記
述
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
お
き
た
い
。 

  

主
と
し
て
「
ウ
ィ
ン
ザ
ー
の
陽
気
な
女
房
た
ち
」
な
ど 

 

に
よ
り
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
を
大
胆
に
翻
案
し
た
英
文 

 

学
者
・
高
橋
康
也
〈
法
螺
侍
〉（
四
七
五
―
四
七
六
頁
） 

 

片
山
博
通
『
二
人
女
房
』、
三
宅
藤
九
郎
『
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
馴
ら

し
』
に
関
す
る
言
及
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
巻
末
資
料
に
も

目
を
向
け
て
み
た
い
。 

 

「
新
作
能
一
覧
」
で
は
「
上
田
邦
義
『
能
・
ハ
ム
レ
ッ
ト
』

二
〇
〇
四
年
十
二
月
」、「
新
作
狂
言
」
で
は
「
片
山
博
通
『
二

人
女
房
』
一
九
五
二
年
六
月
」、「
三
宅
藤
九
郎
『
じ
ゃ
じ
ゃ

馬
な
ら
し
』
一
九
七
六
年
四
月
、
一
九
五
二
年
執
筆
」、「
高

橋
康
也
『
法
螺
侍
』
一
九
九
一
年
七
月
」、「
高
橋
康
也
『
ま

ち
が
い
の
狂
言
』
二
〇
〇
一
年
四
月
」
と
の
記
述
が
あ
る
。 

 

三 

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
狂
言 

『
新
版
能
・
狂
言
事
典
』
（
二
〇
一
一
）
と
『
能
楽
大
事

典
』
（
二
〇
一
二
）
の
中
で
も
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
狂
言
」

と
い
う
表
現
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
高
橋
康
也

に
つ
い
て
は
取
扱
い
は
異
な
る
に
よ
せ
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。 新

作
狂
言
と
し
て
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
狂
言
に
つ
い
て
現

在
の
研
究
で
は
、
片
山
博
通
『
二
人
女
房
』
、
三
宅
藤
九
郎

『
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
馴
ら
し
』
、
和
泉
元
秀
『
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
な
ら

し
』
、
高
橋
康
也
『
法
螺
侍
』『
ま
ち
が
い
の
狂
言
』
が
中
心

で
あ
る
。
ま
た
原
語
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
狂
言
と
も
な
れ
ば
、

ダ
ン
・
ケ
ニ
ー
、
荒
井
良
雄
、
和
泉
元
秀
、
関
根
勝
の
も
の

が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
も
の
を
列
挙
し
て
取
り
上
げ
て
い
る

も
の
は
今
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ



 九 

う
。 研

究
面
で
は
滝
静
寿
編
『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
狂
言
』（
一

九
九
二
）
が
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
残
念
な
が

ら
二
つ
の
事
典
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
二
〇
一
二

年
以
降
は
片
山
博
通
『
二
人
女
房
』
も
研
究
と
し
て
取
り
上

げ
て
来
た
が
、
原
作
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
ウ
ィ
ン
ザ
ー
の

陽
気
な
女
房
た
ち
』
で
あ
る
こ
と
で
、
高
橋
康
也
『
法
螺
侍
』

も
同
様
で
あ
る
こ
と
や
、『
二
人
女
房
』
が
こ
れ
ま
で
一
九
五

二
年
に
一
度
し
か
上
演
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、

ま
だ
ま
だ
研
究
は
進
ん
で
い
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。 

 

四 

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
能 

 

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
能
に
つ
い
て
は
『
新
版
能
・
狂
言
事
典
』

（
平
凡
社
、
二
〇
一
一
）
で
は
比
較
的
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
傾
向
に
あ
る
。
能
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
研
究
会
（
能
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
・
グ
ル
ー
プ
）
、
国
際
文
化
融
合
学
会
、
上
田
邦

義
等
に
つ
い
て
詳
細
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、 

宗
方
邦
義
『
日
英
二
ヶ
国
語
に
よ
る
「
能
・
オ
セ
ロ
―
」
創

作
の
研
究
』（
一
九
九
八
）、
泉
紀
子
作
／
辰
巳
満
次
郎
節
付

『
マ
ク
ベ
ス
（
謡
本
）』（
二
〇
〇
五
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。 

 

エ
ピ
ロ
ー
グ 

 

事
典
・
辞
典
の
項
目
、
見
出
し
語
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
は
一
種
「
認
知
」
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
中
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
の
と

は
異
な
り
、
あ
る
一
定
の
周
知
、
重
要
性
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
か
ら
だ
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
狂
言
が
誕
生
し
た
の

が
一
九
五
二
年
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
能
を
表
舞
台
に
押
し
あ

げ
た
能
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
研
究
会
が
発
足
し
た
の
が
一
九
八

一
年
。
能
狂
言
界
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
能
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
狂
言
を
認
め
る
に
は
時
間
が
か
か
る
の
は
予
想
の
つ
く
と

こ
ろ
で
あ
る
。
か
つ
て
古
川
久
・
小
林
貢
編
『
狂
言
辞
典 

資

料
編
』（
一
九
八
五
）
の
「
新
作
狂
言
一
覧
」
で
は
『
二
人
女

http://ssk.econfn.com/tyosaku1/tyosaku5.pdf


 一〇 

房
』
に
つ
い
て
は
備
考
欄
で
「
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
『
ウ
ィ
ン

ザ
ー
の
陽
気
な
女
房
た
ち
』
に
よ
る
」、『
ぢ
ゃ
ぢ
ゃ
馬
馴
ら

し
』
に
つ
い
て
も
備
考
欄
で
「
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
戯
曲
に

よ
る
。
執
筆
は
昭
二
七
・
七
」
と
の
記
載
し
た
現
在
も
の
も

そ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
新
し
い
も
の
と
し
て

は
、
高
橋
康
也
『
法
螺
侍
』『
ま
ち
が
い
の
狂
言
』
は
野
村
万

作
が
演
じ
た
こ
と
か
ら
注
目
が
増
し
た
可
能
性
が
高
い
。
高

橋
康
也
は
当
時
日
本
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
協
会
会
長
と
し
て
、

ま
た
、
一
九
九
一
年
八
月
に
は
国
際
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
学
会

が
東
京
で
開
催
さ
れ
た
と
い
う
背
景
も
あ
り
、
一
九
九
一
年

前
後
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
能
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
狂
言
に
は

大
き
な
転
機
と
な
っ
て
い
る
事
情
も
あ
る
。
能
楽
事
典
に
は

こ
う
し
た
日
本
に
お
け
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
研
究
の
背
景
は

反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
能
狂
言
界
か
ら
誕
生
し
た

片
山
博
通
『
二
人
女
房
』
、
三
宅
藤
九
郎
『
ぢ
ゃ
ぢ
ゃ
馬
馴

ら
し
』
の
取
扱
い
が
低
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。 

一
九
五
二
年
と
一
九
九
一
年
の
時
代
背
景
を
踏
ま
え
た
新

作
狂
言
・
新
作
能
に
関
す
る
研
究
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
新
作
狂
言
及
び
新
作
能
の
原
作
が
外
国
文
学
で
あ
る

事
例
が
多
く
な
っ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
今
後
そ
の
取
扱
い
も

大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
で
は
英
語
狂
言
・
英
語
能
は
決
し
て
無

視
で
き
な
い
も
の
と
な
ろ
う
。 

           


